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第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員

会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
主
な

審
査
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
「
平
成
十
八
年
度

土
岐
市
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
、「
入
院
患
者
、

外
来
患
者
の
減
少
の
状
況
に
つ
い
て
」
質
疑

が
な
さ
れ
、「
入
院
患
者
が
前
年
度
よ
り
一

万
五
千
八
十
六
人
減
少
し
、
外
来
患
者
も
一

万
二
千
五
百
八
十
七
人
減
少
し
て
い
る
。
入

院
患
者
で
は
、内
科
病
床
で
一
万
千
十
五
人
、

減
少
数
の
約
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
外

来
で
、
八
三．

九
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い

る
。
ま
た
、
入
院
で
は
、
産
婦
人
科
で
、
六

百
四
十
一
人
、
小
児
科
で
、
三
百
三
十
九
人
、

形
成
外
科
で
、
九
十
人
と
増
え
て
い
る
科
目

も
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、

「
内
科
で
大
き
く
減
少
し
た
原
因
は
」
と
の

質
疑
が
な
さ
れ
、「
掛
か
り
付
け
医
制
度
が
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
あ
り
、
風
邪
と
か
、
軽

度
な
病
気
に
つ
い
て
は
、紹
介
状
を
持
っ
て
、

町
の
掛
か
り
付
け
医
に
紹
介
し
て
い
る
事
も

要
因
で
あ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、

「
入
院
日
数
が
、
二．

二
三
日
減
少
し
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
は
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

「
医
療
費
の
個
人
負
担
の
増
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
他
に
、
長
期
入
院

の
患
者
さ
ん
に
は
、
療
養
型
の
病
院
を
紹
介

し
て
、
退
院
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
入
院
日
数
が
、
減
少
し
た
と
認
識
し
て

い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、「
平

成
十
八
年
度
純
損
失
が
、
三
億
八
千
三
百
二

十
七
万
四
千
六
百
四
十
一
円
あ
る
が
、
企
業

会
計
で
あ
り
、
開
業
か
ら
二
十
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
替
え
や
大
規
模
な

改
修
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
積
立
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
あ
た
り

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
な

さ
れ
、「
病
院
を
黒
字
に
す
る
対
策
が
な
か

な
か
な
い
状
況
で
、
地
域
の
総
合
病
院
と
し

て
、
不
採
算
科
目
や
救
急
医
療
の
維
持
を
し

な
が
ら
、
経
費
を
下
げ
る
に
は
、
限
界
が
あ

り
、
人
件
費
を
下
げ
る
た
め
に
医
師
や
看
護

師
を
減
ら
す
こ
と
は
、
現
在
の
医
療
体
制
の

維
持
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
難
し
く
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
良
い
医
師
を
育
て
、
患
者
さ

ん
を
増
や
す
し
か
方
策
が
な
い
」
と
の
旨
の

答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、「
赤
字
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
市
民
は
心
配
を
し
て
い
る
が
、

病
院
経
営
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
ど
れ
く
ら

い
と
想
定
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、「
総
務
省
か
ら
、
三
年
連
続
病
床
利
用

率
が
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
る
と
病
床
数

を
削
減
し
た
り
、
病
院
を
診
療
所
に
格
下
げ

す
る
と
い
う
指
導
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
そ

こ
が
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
な
る
と
認
識
し

て
い
る
」
と
の
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、

「
建
設
改
良
費
で
、
二
千
三
百
四
十
五
万
五

千
円
の
不
用
額
が
出
て
い
る
が
、
入
院
患
者

の
環
境
改
善
の
た
め
、
病
室
の
改
修
な
ど
に

充
て
ら
れ
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
建
設
改
良
費
は
、
優
先
度
の
高
い
も
の
か

ら
整
備
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
検
査
や
薬

な
ど
の
オ
ー
ダ
ー
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
電
子

カ
ル
テ
の
投
入
を
検
討
し
て
い
る
」
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
討
論
を
行
い
、
結
核
病
棟
の
廃

止
に
よ
る
空
き
病
床
の
有
効
利
用
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
当
初
予
算
と
決
算
と
の
乖

離
が
大
き
い
こ
と
な
ど
の
よ
り
、
こ
の
決
算

に
反
対
す
る
旨
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
「
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
、「
繰
上
げ
償
還

に
つ
い
て
」
質
疑
が
な
さ
れ
、「
平
成
十
九

年
、
二
十
年
、
二
十
一
年
の
三
年
間
に
渡
り
、

繰
上
げ
償
還
の
制
度
が
あ
り
、十
九
年
度
は
、

七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
、二
十
年
度
は
、

六
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
、
二
十
一
年

度
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画
を
作

成
し
、
承
認
を
受
け
、
公
表
を
し
た
後
に
償

還
と
な
り
、
現
在
、
同
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
承
認
を
受
け
、
で
き

る
限
り
償
還
し
て
い
き
た
い
」
旨
の
答
弁
が

あ
り
、
続
い
て
、「
中
央
監
視
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
こ
の
設
備
投
資
が
水
道
会
計
に

与
え
る
影
響
は
」
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

「
今
回
の
整
備
に
は
、
借
入
金
を
充
て
て
お

ら
ず
、
借
入
金
の
増
に
は
な
ら
な
い
」
旨
の

答
弁
が
あ
り
、
続
い
て
、「
県
か
ら
の
受
水

費
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
」質
疑
が
な
さ
れ
、

「
県
も
黒
字
決
済
で
は
あ
る
が
、
現
在
、
緊

急
連
絡
管
と
い
う
こ
と
で
、
美
濃
加
茂
市
と

本
市
間
の
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、

本
市
か
ら
中
津
川
市
落
合
ま
で
は
、
単
管
で

あ
る
た
め
、
二
重
管
構
想
が
あ
り
、
そ
の
整

備
費
を
二
百
七
十
四
億
円
と
試
算
し
て
お

り
、
受
水
費
の
引
き
下
げ
は
、
か
な
り
先
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

﹇
審
査
結
果
﹈
▼
平
成
十
八
年
度
土
岐
市
病

院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
《
賛
成

多
数
・
原
案
可
決
》
▼
平
成
十
八
年
度
土
岐

市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

《
全
会
一
致
・
原
案
可
決
》

決
算
特
別
委
員
会

（
企
業
会
計
）


